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XVIth International Symposium on Retinal Degeneration 
(通称RD2014)が開催された．モントレー半島の海岸沿











Machelle T. Pardue氏はExercise protects photoreceptors 













初めての経験であった．私は「Neuronal nitric oxide 
synthase as a trigger of the N-methyl-N-nitrosourea-
induced photoreceptor cell death (N-メチルニトロソ尿素
による視細胞死と神経性一酸化窒素合成酵素の関連 )」
というタイトルにてポスター発表をさせていただいた．
網膜色素変性症という進行性の後天的失明を引き起こす
難病の発症機序の新たな一部分として，神経性一酸化窒
素合成酵素の活性化があるという可能性を示し，同疾患
の新たな治療法を示唆する内容であった．予想よりも多
くの方に声をかけていただき，一人の例外もなく私が話
すことに真剣に耳を傾けてくださった．結果，私にとっ
て非常に有意義な議論ができ，大いに収穫があった．ポ
スター会場にはビールやワインが用意され，瓶やグラス
を片手に議論を交わす光景が散見された．したがって会
場の雰囲気そのものはとても和やかなのだが，説明，質
疑応答，ディスカッションすべて英語で行うということ
が私にとって大きなプレッシャーであり，峻厳な緊張と
ともにポスター発表に臨むこととなった．しかし会話を
重ねるにつれて慣れ，次第に会場の雰囲気に似つかわし
い表情で議論できるようになったのではないかと振り
返って思う．かくしてRD2014は西海岸らしい軟らかな
雰囲気のまま幕を閉じ，参加者各々は笑みを湛え自国へ
と発った．
　今回の学会では，いずれの演者も発表の合間にジョー
クを挟み，それに呼応して会場全体に笑い声が響いてい
たことが記憶に強く残った．発表内容が学術的に素晴ら
しいことは語るに及ばないのだが，国内の学会における
口演に比してパフォーマンス色が強いように感じ，演者
聴衆どちらも発表そのものを楽しんでいた．
　RD2014の会場は特に夕暮れの景色が美麗で，今もそ
の景色は心に刻まれている．この感動は他でもない視覚
によるものであり，視覚を奪われた世界中の患者はこの
感動を得られないのだと思うと非常に心が痛い．網膜疾
患の研究が進み，失明に悩む患者がいなくなることを願
うとともに，私もその輝かしい未来が1日も早く実現す
るため研究に取り組み，その助力となれるよう惜しまず
努力を続けたい気持ちを述べることで，RD2014の見聞
録を締めくくらせていただく．
